
愛西市 認知症ケアパス

認知症とは
いろいろな原因により脳に変化がおこり、それまでできていたことができなくなり、

生活に支障をきたした状態のことです。

・アルツハイマー型認知症

・レビー小体型認知症

・前頭側頭型認知症

・脳血管性認知症 など

認知症の種類

認知症は治らない病気だから医療機関に行っても

仕方がないという方がいますが、そうではありません。

認知症の早期発見、早期の受診、早期治療は、

その後の認知症の人の生活を左右する重要なことです。

≪認知症には早めの対応が大切です！≫

加齢によるもの忘れと

認知症の記憶障害との違い

認知症の症状

本人の性格、環境、人間関係などが影響し

合って不安・怒りっぽさ・落ち着かない行動

などが起きることです。

認知症により直接的に起こる症状 行動・心理症状

認知症になると、脳の細胞が減り、記憶力や理解

力・判断力が低下します。これらは生活環境や周囲

の人の影響を受けず、認知症によって直接的に起こ

る症状のことです。

○記憶障害

○見当識障害

○実行機能障害

○理解・判断力の障害

認知症の進行状況に合わせて、いつ、どこで、どのような医療・介護サービスを

受ければよいかを標準的に示すものです！
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引用：全国キャラバン・メイト連絡協議会、「認知症を学び地域で支えよう」



かかりつけ医
認知症疾患医療センター等

※他に認知症専門の医療機関もあります。

七宝病院 もの忘れ外来

あま市七宝町下田矢倉下1432

052-443-7900

認知症についての相談場所

≪海部地区≫

○まずは身近な専門家に相談してみましょう。

○心配なことや困っていることを医師に

伝えましょう。

相談窓口
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愛西市の認知症に関する

施策についてはこちら↓

〇認知症サポーター養成講座

認知症について正しい知識をもち、認知症の方や家族を応援し、

だれもが暮らしやすい地域をつくっていくボランティアを養成する講座です。

〇チームオレンジあいさい

地域の認知症の方を支えるチームです。認知症の方とそのご家族を地域で支える為の活動です。

認知症サポーターが中心となり、認知症の方が安心して日常生活を送れるようサポートします。

認知症について学びましょう！

若年性認知症について

６５歳未満で発症した場合は「若年性認知症」といいます。認知症は加齢とともに発症するリスクが

高くなる疾患ですが、年齢が若くても発症することがあります。

若年性認知症コールセンター ０８００－１００－２７０７

相談日 月曜日～土曜日（祝日、年末年始は除く） 午前１０時～午後３時

※水曜日は午前１０時～午後７時


